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NOWNOW

�
ホ
ク
レ
ン
委
託
事
業
に
係
る
現
地
調
査

（
一
〇
月
二
日
・
二
〇
日
、
一
一
月
一
九
日
・
二
八
日
）

�
農
業
公
社
委
託
事
業
に
係
る
現
地
調
査

（
一
〇
月
五
日
、
一
一
月
一
三
〜
一
六
日
）

�
北
農
五
連
委
託
事
業
に
係
る
現
地
調
査

（
一
〇
月
九
日
・
二
三
日
、
一
一
月
六
日
・
八
日
、
一
一
月
一
三
日
・

一
五
日
・
二
二
日
・
二
七
日
・
二
九
日
、
一
二
月
四
〜
六
日
）

�
北
海
道
農
業
公
社
委
託
事
業
研
究
班
会
議

（
一
〇
月
一
〇
日
、
一
一
月
一
六
日
、
一
二
月
一
二
日
）

�
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
委
託
事
業
研
究
班
会
議

（
一
〇
月
一
二
日
）

�
自
主
研
究
「
六
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
の
展
開
と
農
畜
産
物
・
食
料

市
場
の
ニ
ュ
ー
ウ
エ
ー
ブ
に
関
す
る
調
査
研
究
」
研
究
班
会
議

（
一
〇
月
二
四
日
）

現
在
の
研
究
所
〜
各
調
査
及
び
研
究
課
題
の
と
り
ま
と
め
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�
北
海
道
豆
類
価
格
安
定
基
金
協
会
委
託
事
業
に
係
る
現
地
調
査

（
一
〇
月
二
五
日
）

�
農
研
機
構
生
研
支
援
セ
ン
タ
ー
委
託
事
業
に
係
る
現
地
調
査

（
一
〇
月
二
九
日
、
一
一
月
四
日
）

�
北
農
五
連
委
託
事
業
研
究
班
会
議

（
一
〇
月
三
〇
日
・
三
一
日
、
一
二
月
一
七
日
・
二
六
日
・
二
七
日
）

�
自
主
研
究
「
准
組
合
員
問
題
に
関
す
る
調
査
研
究
」
に
係
る
現
地
調
査

（
一
一
月
九
日
）

�
北
海
道
豆
類
価
格
安
定
基
金
協
会
委
託
事
業
に
係
る
研
究
班
会
議

（
一
一
月
二
〇
日
）

�
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
開
催

（
一
一
月
三
〇
日
）

�
農
研
機
構
生
研
支
援
セ
ン
タ
ー
委
託
事
業
に
係
る
研
究
推
進
班
会
議

（
一
二
月
五
日
） 11月30日 モニター会議
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�
自
主
研
究
「
消
費
者
交
流
事
業
の
展
開
と
そ
の
効
果
」
研
究
班
会
議

（
一
二
月
五
日
）

�
「
第
六
六
回
日
本
農
村
生
活

研
究
大
会
ｉ
ｎ
北
海
道
」
へ

の
参
加

（
一
二
月
八
日
・
九
日
）

�
ホ
ク
レ
ン
委
託
事
業
：
中
間
検
討
会

（
一
二
月
一
〇
日
）

�
北
海
道
豆
類
価
格
安
定
基
金
協
会
委
託
事
業
に
係
る
中
間
報
告
会

（
一
二
月
一
三
日
）

�
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
委
託
事
業
最
終
報
告
会

（
一
二
月
一
八
日
）

�
北
農
五
連
委
託
事
業
報
告
会

（
一
二
月
二
七
日
）

12月5日 自主研究：消費者交流事業研究班会議
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■
は
じ
め
に

教

授

多

木

誠
一
郎

み

る

観

察

小
樽
商
科
大
学商

学
部
企
業
法
学
科

新
た
な
協
同
組
合
と
協
同
組
合
法

―
第
二
九
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の
議
案
書
を
閲
覧
し
て
―
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一
�
新
た
な
協
同
組
合
が
想
起
さ
せ
る
組
合
の
問
題
点
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二
�
協
同
組
合
法
の
観
点
か
ら
の
評
価
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■
結
び
に
代
え
て

【
註
】

⑴
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�

�

�

�

�

�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
へ
の
衣
替

え
と
日
Ｅ
Ｕ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
合
意

�

�

つ
い
に
「
日
米
物
品
貿
易
協
定
」（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
交
渉
へ

一
般
社
団
法
人
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

所
長

飯

澤

理

一

郎

―
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
・
日
Ｅ
Ｕ
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
続
き
、
更
な
る
「
市
場
開
放
」
か
―

所長の直言
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�

�

�

�

�

��

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

�

��

�
�

�

�

�

何
が
違
う
物
品
貿
易
協
定

（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
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�

米
国
大
使
館
訳

�
日
本
外
務
省
訳

�

�

�

�

�

－ 15 －－ 15 －



�

�

�

�気
に
な
る
最
近
の
ア
メ
リ
カ
の
動

き
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ「
最
恵
国
待
遇
」原
則

�

�
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卸
売
市
場
法
の
改
正
と

市
場
流
通
・
生
産
者
へ
の
影
響

東
京
聖
栄
大
学

健
康
栄
養
学
部
食
品
学
科

客
員
教
授

藤

島

廣

二

国
連
が
世
界
各
国
に
家
族
農
業
経
営
へ
の
支
援

を
呼
び
か
け
る
中
、
わ
が
国
で
は
家
族
農
業
経
営

を
一
層
の
市
場
原
理
の
も
と
に
置
く
農
政
改
革
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

停
滞
・
低
迷
す
る
日
本
農
業
の
中
で
異
彩
を
放

つ
北
海
道
農
業
・
農
村
の
将
来
展
望
と
そ
の
実
現

に
必
要
な
取
り
組
み
、
農
政
の
あ
り
方
、
研
究

者
・
研
究
機
関
の
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
に
関
し

て
、
第
一
回
か
ら
第
四
回
ま
で
は
道
内
、
第
五
回

か
ら
は
道
外
の
学
識
経
験
者
の
方
々
か
ら
提
言
を

も
ら
い
ま
す
。

第
八
回
は
、
東
京
聖
栄
大
学
の
藤
島
廣
二
客
員

教
授
で
す
。

力
強
い
北
海
道
農
業
の
構
築
に
向
け
て

第
八
回

集特
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一
�
卸
売
市
場
法
の
一
九
九
九
年
改
正
と

二
〇
〇
四
年
改
正

特集
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二
�
二
〇
一
八
年
改
正
の
主
な
内
容
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特集



特集

－ 20 －



三
�
市
場
流
通
・
生
産
者
へ
の
影
響
（
Ⅰ
）
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図1 取引総数極小化の原理

特集

－ 22 －



四
�
市
場
流
通
・
生
産
者
へ
の
影
響
（
Ⅱ
）
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特集

－ 24 －



Report

北海道米麦改良協会の
新たな取り組みについて

一般社団法人北海道米麦改良協会
業務部次長 岩 下 徳 之

－ 25 －
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0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

一
�
栽
培
技
術
関
連

（
一
）
疎
植
栽
培

〈
二
八
・
二
九
年
度
実
証
試
験
結
果
〉

■
生
育

■
収
量
・
タ
ン
パ
ク

慣行← →疎植
疎植栽培

図1 栽植密度と初期茎数（6月末）の関係

レ
ポ
ー
ト
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639 665 
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7.0
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■
導
入
効
果
―
苗
箱
必
要
枚
数
の
削
減
が
一
番

の
メ
リ
ッ
ト
―

■
「
疎
植
栽
培
」
の
課
題
（
留
意
点
）
―
収
量

安
定
・
低
タ
ン
パ
ク
米
生
産
に
は
、
技
術
対

策
が
必
要
。
ま
た
、
品
種
・
気
象
・
土
壌
条

件
に
適
し
た
株
間
の
選
定
が
重
要
―

表1 慣行栽培（14㎝）と比較した疎植栽培での苗箱数削減率

図2 栽植密度と出穂期の関係

図3 疎植栽培と慣行栽培の収量・タンパクの比較

－ 27 －
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（
二
）
密
苗
栽
培

〈
二
九
年
度
実
証
試
験
結
果
〉

■
生
育

■
収
量
・
タ
ン
パ
ク

■
密
苗
栽
培
に
期
待
す
る
効
果
―
疎
植
同
様
、

育
苗
コ
ス
ト
低
減
が
期
待
さ
れ
る
技
術
―

密植栽培播種量（上：慣行、下：密苗）

図4 密苗栽培と慣行栽培の収量・タンパクの比較
（道南H地区；品種「ななつぼし」）

レ
ポ
ー
ト

－ 28 －



■
密
苗
栽
培
の
課
題
（
留
意
点
）
―
播
種
ム
ラ

防
止
・
適
期
移
植
・
圃
場
の
均
平
が
必
要
―

表2 密苗移植のコスト低減効果

表3 育苗コストの比較（円／10a）

8,000

表4 労働時間の比較（hr／10a）

厚播き用ホッパー

－ 29 －
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二
�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

（
一
）
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ

―
中
腰
作
業
が
多
い
農
作
業
で
は
、
足
・
腰
の

負
担
軽
減
が
期
待
で
き
る
―

苗の比較

アシストスーツ

レ
ポ
ー
ト
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〈
参
考
〉
苗
キ
ャ
ッ
チ

―
苗
箱
を
剥
が
す
き
つ
い
作
業
が
楽
に
な
る
―

（
二
）水
田
セ
ン
サ
ー（

パ
デ
ィ
ウ
ォ
ッ
チ
）

―
遠
隔
で
も
ス
マ
ホ
で
圃
場
環
境
が
確
認
で
き
、

圃
場
の
見
回
り
作
業
軽
減
が
期
待
で
き
る
―

－ 31 －
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パディウオッチ

レ
ポ
ー
ト
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（
三
）
水
田
セ
ン
サ
ー
（
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ａ
Ｓ
ミ
ハ
ラ
ス
）

―
親
機
一
台
に
子
機
が
最
大
一
〇
〇
本
接
続
可
能

と
な
り
、
地
域
圃
場
の
一
元
的
管
理
も
可
能
―

ミハラス子機（センサー）ミハラス親機（通信基地局）

－ 33 －
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（
四
）
自
動
給
水
装
置
（
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ａ
Ｓ
ワ
タ
ラ
ス
）

―
遠
隔
で
水
位
を
「
見
る
」
だ
け
で
は
な
く
、

「
制
御
」
で
き
、
水
管
理
の
省
力
化
が
期
待
で

き
る
―

制御装置を取り付けた給水バルブ

レ
ポ
ー
ト
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表5 水管理に要した作業時間の比較
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〈
そ
の
他
の
取
り
組
み
〉

担い手研修会の様子

道南地区現地研修会の様子

レ
ポ
ー
ト

－ 36 －



お
わ
り
に
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◆
フ
ラ
ン
ス
で
学
ん
だ
高
品
質
の

ハ
ー
ブ
を
北
海
道
か
ら
！

・栗山町出身
・旭川の自宅を拠点として夫は北見市、自身は札幌市に愛犬のトイプードル
と共に単身赴任。大学生の息子と3人家族で4かまど。
・北海道食糧事務所栗山支所採用その後札幌、北見、滝川、旭川勤務を経て
現在の北海道農政事務所事業支援課に至る。
・2012年～2013年 旭川市民農業大学受講。
・北海道新聞「朝の食卓」コラム担当（上川版「北極星」から通算8年目）。
・好きなこと：農と食を中心とした地域巡りと魅力発信、生産者とシェフを
つなぐイベント企画等。

地域で見つけた宝物

北海道農政事務所 生産経営産業部事業支援課

6次産業化専門官 蝦 名 理 恵

essay
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リ
ア
ン

石
田
さ
ん
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◆
牛
の
い
の
ち
と
滝
上
町

井
上
牧
場

井
上
牧
場
の
牛
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◆
一
ヵ
所
限
定
新
鮮
野
菜

宅
配
サ
ー
ビ
ス

小
笠
原
先
生
宅
で

－ 41 －



◆
逆
六
次
産
業
化
！
士
別
市

多
寄
で
そ
ば
を
愛
す
「
淳
真
」

山
崎
淳
司
さ
ん

淳
真

山
﨑
さ
ん

－ 42 －



◆
迷
っ
た
ら
ご
飯

�

�
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一
�
学
校
の
概
要

いきいき農業高校 第三回

北海道旭川農業高等学校

－ 44 －



二
�
農
業
担
い
手
育
成
に
向
け
て
の

取
り
組
み
（
農
業
科
学
科
）

（
一
）
就
農
を
目
指
す
環
境
づ
く
り

（
二
）ASIAGAP

Ver.2.1

穀
物
の
認
証
取
得

1年生先進農家視察

ASIAGAP認証審査
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（
三
）
ス
マ
ー
ト
農
業
実
現
に
向
け
て

未来の教室

－ 46 －



三
�
地
域
産
業
に
関
わ
る
産
業
人
育
成

に
向
け
て
の
取
り
組
み（
食
品
科
学
科
）

（
一
）
地
域
食
品
産
業
に
関
わ
る

産
業
人
の
育
成
に
向
け
て

（
二
）
専
門
科
目
に
お
け
る

教
育
実
践
の
取
り
組
み

－ 47 －



（
三
）
食
品
製
造
に
対
す
る
取
り
組
み

四
�
林
業
担
い
手
育
成
に
向
け
て
の
取

り
組
み
（
森
林
科
学
科
）

（
一
）
林
業
最
先
端
地
域
へ
の
現
場
実
習

JA販売会

本校合同即売会
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（
二
）
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

（
三
）
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

上川林業アップデート事業

下川林業実習

－ 49 －



五
�
花
育
活
動
に
視
点
を
お
い
た
教
育

実
践
の
取
り
組
み
（
生
活
科
学
科
）

（
一
）
草
花
を
活
用
し
た
学
習
環
境
づ
く
り

（
二
）
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ラ
ワ
ー
の
導
入

オーガニックフラワー
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（
三
）
地
域
と
連
携
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス
の
実
践

保育実習

草花販売会

－ 51 －



六
�
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

（
一
）
取
り
組
み
の
目
的

（
二
）
研
修
概
要

（
三
）
学
校
視
察
・
交
流

①

国
立
虎
尾
高
級
農
工
職
業
学
校

②

国
立
西
螺
高
級
農
工
職
業
学
校

国立虎尾高級農工職業学校にて
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（
四
）
農
場
視
察

①

大
力
有
機
農
場

②

古
坑
慈
心
農
場
視
察

（
五
）
ま
と
め

大力有機農場にて

－ 53 －



研
究
所
だ
よ
り

モ
ニ
タ
ー
会
議
概
要

現
地
モ
ニ
タ
ー

内

田

達

也

宇

野

剛

司

大

塚

早

苗

貞

広

樹

良

高

木

智

美

中

野

康

則

一
般
社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

飯

澤

理
一
郎

伊

藤

則

明

入

江

千

晴

片

岡

省

二

鷹

田

秀

一

黒

澤

不
二
男

※
北
海
学
園
大
学

経
済
学
部

宮

入

隆
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飯

澤

黒

澤

中

野

飯澤所長
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研究所だより



黒

澤

宇

野

宇野剛司さん

研究所だより

－ 56 －



黒

澤

宇

野

黒

澤

高

木
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研究所だより



黒

澤

貞

広

貞広良樹さん

研究所だより
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黒

澤

大

塚

大塚早苗さん
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研究所だより



黒

澤

大

塚

黒

澤

内

田

内田達也さん

研究所だより
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黒

澤

中

野

中野康則さん
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研究所だより



黒

澤

貞

広

中

野

黒

澤

内

田

黒

澤

黒澤顧問

研究所だより
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黒

澤

高

木

黒

澤

高木智美さん
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研究所だより



高

木

黒

澤

黒

澤

高

木

黒

澤

研究所だより
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宮

入

宮入 隆教授

黒

澤

入

江

黒

澤

内

田

黒

澤

入江常務
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研究所だより



貞

広

黒

澤

大

塚

黒

澤

中

野

黒

澤

宇

野

黒

澤

大

塚

研究所だより
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黒

澤

－ 67 －

研究所だより



伊

藤

伊藤専務

研究所だより
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は
じ
め
に

モ
ニ
タ
ー
会
議

講
演

こ
れ
か
ら
の
北
海
道
農
協
の
取
り
組
み
課
題

―
第
二
九
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
を
ふ
ま
え
て
―

北
海
学
園
大
学
経
済
学
部

教
授

宮

入

隆

－ 69 －

研究所だより



北
海
道
農
業
の
変
化
と
農
協
の
役
割

―
新
た
な
集
団
的
生
産
力
の

発
揮
と
農
協
組
織
・
事
業
の
課
題
―

■
主
要
農
業
地
帯
の規

模
格
差
の
拡
大

＜略歴＞

＜著書＞

研究所だより
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図1 販売農家および一戸当たりの平均耕地面積の推移と予測
資料：北海道立総合研究機構農業研究本部「2015年農林業センサスを用いた北海道農業・農村の動向予測」

図2 経営耕地面積規模別農業経営体数の比率［2015］
資料：農林水産省「農林業センサス」より作成
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研究所だより



■
経
営
状
況
が
後
継
者
の
有
無
に
直
結

研究所だより
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表1 営農類別の状況と後継者有無
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研究所だより



■
農
業
経
営
の
最
大
課
題

「
労
働
力
調
達
」

表2 農業経営体における雇用労働力の推移［北海道］
単位：経営体、人、人日、％

資料：農林水産省「農林業センサス」より作成

表3 外国人技能実習生の受入状況［道内］
単位：人（％）

資料：北海道経済部「外国人技能実習制度に係る受入状況調査（各年次版）」より作成

研究所だより
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表4 農業分野の受入動向
職種・作業別技能実習生数［2017年道内農業分野］

資料：道庁資料より作成

地域別技能実習生数［2017年道内農業分野］

資料：道庁資料より作成

図3 監理団体別にみた受入動向

－ 75 －

研究所だより



■
農
協
の
作
業
支
援
へ
の
期
待

准
組
合
員
対
策
の
現
状
と
課
題

―
正
・
准
組
合
員
の
相
互
理
解
に

基
づ
い
た
協
同
を
目
指
し
て
―

研究所だより
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図4 准組合員比率

－ 77 －

研究所だより



■
正
組
合
員
に
近
い

准
組
合
員
の
事
業
利
用
と
評
価

■
規
制
改
革
推
進
会
議
の
主
張
と
は
？

研究所だより
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■
准
組
合
員
対
策
の
全
国
動
向

図5 「准組合員対策」の全国動向
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研究所だより



■
准
組
合
員
対
策
と
し
て
の

新
た
な
取
り
組
み

図6 准組合員対策としての新たな取り組み

研究所だより
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■
こ
れ
ま
で
の
調
査
で見

え
て
き
た
こ
と
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研究所だより



ま
と
め

―
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
農
協
―

■
多
様
な
担
い
手
を
！

■
集
団
的
生
産
力
に
つ
い
て

研究所だより
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■
広
域
連
携
の
今
日
的
意
義

■
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
組
織
対
応

図7 JAグループ北海道の組織対応
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研究所だより



研究所だより

－ 84 －



共 和 町

�

�

�

�

わがマチの自慢 №20載連

”らいでん”ブランドで知られる

かかしの里

－ 85 －

連載



か
か
し
の
里

▼かかし祭

▼

御
手
作
場
の
碑
、
背
後
は
役
場
庁
舎

連載
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農
業
の
概
要

表 共和町農業の概況

－ 87 －
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�
ら
い
で
ん
�
ブ
ラ
ン

ド
を
代
表
す
る
ス
イ
カ

と
メ
ロ
ン

メロン圃場

連載
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ブ
ラ
ン
ド
価
値
の

向
上
に
町
の
支
援

大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら

�
ら
い
で
ん
メ
ロ
ン
�

の
加
工
品
が
発
売

選果施設

ら
い
で
ん
ス
イ
カ
の
初
セ
リ

選果施設画像センサー

－ 89 －

連載



つ
な
が
る
農
業
後
継
者

の
活
躍

稲穂・スイカ・メロンが描かれたマン
ホール

連載
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〈
取
材
後
記
〉

伊
藤
誠
哉
先
生
記
念
碑
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連載



島
義
鄰
先
生
謝
恩
の
碑

連載
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研
究
会
・
研
修
会
等
へ
の

報
告
者
・
講
師
の
派
遣

（
平
成
30
年
10
月
〜
12
月
）
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�

�

�

�

�

�

編
集

後
記

関連事項／DATADATA F I LE
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